
令和５年度 

職業訓練指導員免許資格取得講習会受講案内 

 

 

１ 目 的 

職業訓練指導員の講習会は、職業訓練指導員の免許を取得しようとする者に対し、指導員に

必要な指導方法等に関する能力を付与するため、昭和４５年労働省告示第３９号による講習と

して実施するものです。 

２ 実施期日 

   令和５年１１月２８日（火）から１２月１日（金）及び１２月４日（月）から１２月６日（水）

までの７日間です。 

３ 実施場所 

  福島県ものづくり支援センター 

   須賀川市並木町153-1 

４ 講習科目及び時間 

  下表のとおり行います。（合計４８時間） 

講 習 科 目 時間数 講 習 科 目 時間数 

職 業 訓 練 原 理 ４ 生 活 指 導 ６ 

教 科 指 導 方 法 １６ 職業能力開発関係法規 ４ 

安 全 衛 生 ３ 事 例 研 究 ６ 

訓 練 生 の 心 理     ７ 確 認 テ ス ト ２ 

５ 受講資格 

  別表を参照してください。 

６ 受講料 

  １５，０００円（テキスト代含む） 

 

７ 申込み方法 

必要書類に受講料１５，０００円を添えて、福島県職業能力開発協会へ現金書留で郵送して

ください。 

(1) 郵送先 福島県職業能力開発協会 

〒960-8043 福島市中町8-2 福島県自治会館５階 TEL024-525-8681 

(2) 受付期間 

  令和５年１０月６日（金）から１０月２７日（金）まで。 

  （１０月２７日(金)の消印有効です。） 

 

◎ 申請書受理後は、本協会の都合による開催中止以外は、受講料はお返しできません。 



 

(3) 申込みに必要な書類 

・(ｱ)～(ｳ)については、当協会ホームページからダウンロードできます。 

  (http://f-shokunou.or.jp/index.html) 

 

(ｱ) 職業訓練指導員免許資格取得講習会受講申請書（写真添付） 

(ｲ) 履歴書 

(ｳ) 実務経験証明書 

(ｴ) １級・単一等級技能検定に合格した方 

※ 技能検定合格証書の写し 

(ｵ) 学校教育法による学校を卒業した方（大学・高校で関連した学部・学科を修了） 

※ 卒業証書の写しまたは卒業証明書及び科目履修証明書または成績証明書 

(ｶ) 職業能力開発促進法による訓練を修了した方 

※ 修了証書の写し若しくは修了証明書 

(ｷ) 上記(ｶ)の修了者で技能照査に合格した方 

※ 技能照査合格証書の写し 

８ 受講者の決定 

  受講資格の有無を審査し、事前に本人あて通知します。 

  なお、開講一週間前までに通知が届かない場合は、下記問合せ先まで連絡願います。 

９ 修了基準 

  講習を無欠席で受講し、最終日の確認テストで基準以上の成績を収めた方に対して修了証書

を交付します。（この修了証書は、免許を受ける際の証明書となります。） 

 

10 その他 

  講習会参加者が著しく少ない場合は、開催を中止する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

福 島 県 職 業 能 力 開 発 協 会 

 
〒960-8043 福島市中町 8-2 福島県自治会館５階 

           TEL024-525-8681 ・ FAX024-523-5131 

 
お 問 い 合 わ せ 先 

http://f-shokunou.or.jp/index.html


別 表 

 

職業訓練指導員免許資格取得講習会受講資格一覧表 

（次のいずれかに該当する方） 

 

 

番 

 

号 

受 講 資 格 

実務経験年

数(修了･卒

業後) 

１ 
技能検定合格者（免許職種に係る１級・単一等級） 

（但し、単一等級の電子回路接続及びバルコニー施工は除く） 
０ 

２ 大学卒業者（免許職種に係る学科を修了した者） ２ 

３ 短期大学又は高等専門学校卒業者（免許職種に係る学科を修了した者） ４ 

４ 高度職業訓練（応用課程・特定応用課程・特定専門課程）の技能照査合格者 １ 

５ 専門課程の高度職業訓練（養成訓練）の技能照査合格者 ３ 

６ 専門課程の高度職業訓練（養成訓練）の修了者 ４ 

７ 普通課程の普通職業訓練（養成訓練）の技能照査合格者 ６ 

８ 普通課程の普通職業訓練（養成訓練）の修了者 ７ 

９ 短期課程の普通職業訓練（700時間以上）の修了者 １０ 

１０ 専修訓練課程の養成訓練の修了者 １０ 

１１ 外国の大学卒業者（免許職種に係る学科を修了した者） ２ 

１２ 高等学校卒業者（免許職種に係る学科を修了した者） ７ 

１３ 旧法の認定職業訓練（３年）及び労働基準法による技能者養成の修了者 ７ 

１４ 
旧法の専門的職業訓練（２年 3,600 時間）及び認定職業訓練（２年）の修了

者 
８ 

１５ 
旧法の職業訓練（１年 1,800時間）及び公共職業補導所（1年 1824時間）の

修了者 
１０ 

１６ 旧総合職業補導所（１年 1,824時間）の修了者 １０ 

１７ 家事サービス職業訓練担当者 ０ 

１８ 旧法の特別高等訓練課程の養成訓練の技能照査合格者 ３ 

１９ 旧法の特別高等訓練課程の養成訓練の修了者 ４ 

２０ 旧法の高等訓練課程の養成訓練の技能照査合格者 ６ 

２１ 旧法の高等訓練課程の養成訓練の修了者 ７ 

２２ 旧法の専修訓練課程の養成訓練の修了者 １０ 

 



職業訓練指導員免許資格取得講習会 

受   講   申   請   書 

   

職業訓練指導員免許資格取得講習会を受講したいので、受講料（15,000円）を添えて 

申請します。 

 

  令和  年  月  日 

 

福島県職業能力開発協会長 様 

 

                       氏 名              印 

 

   １ 免許職種          科 

 

   ２ 受講資格（イ・ロ・ハの該当する記号を〇で囲んでください。） 

 

    イ １級・単一等級の技能検定に合格した者 

      職種名            （           作業） 

      合格年月日  昭・平・令  年  月  日・合格証書番号 第       号 

 

 

    ロ 職業訓練を修了した者  修了後の実務経験年数   年   ヶ月 

 

 

    ハ 学校教育法による学校を卒業した者 

                  卒業後の実務経験年数   年   ヶ月 

     

写 真 

６ヶ月以内撮

影（正面・脱帽

上半身像） 



 

履    歴    書 

 

 

フリガナ  

生年月日   
昭和   年    月    日生 

平成       （    歳） 氏  名               印 

フリガナ  

現 住 所 

〒 

 

（TEL            ）（携帯            ） 

 

学 

 

歴 

 

学校名（学科・学部） 所 在 地 在 学 期 間 卒業・中退 

    年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

 

 

 年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

訓

練 

歴 

訓練施設名（科名） 所 在 地 訓 練 期 間 修了・中退 

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

 

 

職 

 

 

 

 

 

歴 

事  業  所  名 所 在 地 在 職 期 間 職 務 内 容  

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

  年  月～  年  月 

     （  年  月） 

 

 

        

 

 



実  務  経  験  証  明  書 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ  

氏  名  

 

               印 
生年月日  

昭和  年   月   日生 

平成      （    歳） 

現住所  

〒 

 

                    （TEL              ） 

現在の

事業所

名及び

所在地  

事業所名  

所 在 地    

〒 

 

               （TEL              ） 

実 務 経 験 の 期 間 及 び 内 容 

事 業 所 名 在 職 期 間 職務内容（具体的に） 

 年   月～  年   月 

   （   年   ケ月） 

 

 年   月～  年   月 

   （   年   ケ月） 

 

 年   月～  年   月 

   （   年   ケ月） 

 

 年   月～  年   月 

   （   年   ケ月） 

 

通 算 期 間 年    ケ月  

免 許 職 種          科 

上記のとおり相違ないことを証明します。 

 令和  年  月  日 

   団体・事業所  

   の 所 在 地                             

   団体・事業所名                              

   代 表 者 名                           印 

 

※ 本証明書は実務経験年数の事実を証明するものなので、証明する方は事実を確認のうえ 

証明してください。（別紙・別表第１１参照） 



 

 

 

１ 記入はすべて万年筆、ボールペン等を用い、文字は楷書で数字は算用数字でていねいに書い

てください。特に氏名及び住所は、略字や俗字を用いないで正確に記入してください。 

 

２ 免許職種の欄には、取得を希望する免許職種を記入してください。 

 

３ 受講資格は、イ・ロ・ハの該当する記号を〇で囲んでください。 

① イを〇で囲んだ方は、１級・単一等級技能検定合格証書の検定職種、合格証書番号、合格年

月日を記入してください。 

② ロ・ハを〇で囲んだ方は、実務経験証明書(免許職種に係る実務経験年数)を記入してくださ

い。 

 

４ 学歴の欄には、最終学歴を記入してください。なお、定時制、通信制の場合は○定・○通と記入
してください。（中退も必ず記入すること。その場合、最終学歴にはならないので、その前の学
歴も記入すること。） 

 

５ 訓練歴の欄には、認定・公共等の訓練校を修了した場合に記入してください。 

 

６ 職歴の欄及び実務経験証明書には、受講資格の基礎となる経歴を順に記入してください。ま

た、職務内容の欄には、従事した作業を具体的に記入してください。 

 

７ 実務経験証明書には、免許職種に係る実務経験年数を証明できる方{雇用主または同業組合長

とするが、これによることができない場合（雇用主等が身内の場合も含む）は同僚その他第三

者}の証明を必ず受けてください。 

  なお、１級・単一等級技能検定合格者の方は必要ありません。 

 

８ 添付書類 

① １級・単一等級技能検定に合格した方（受講資格イ） 

※ 技能検定合格証書の写し 

② 職業能力開発促進法による職業訓練を修了した方（受講資格ロ） 

※ 修了証書の写し若しくは修了証明書 

③ 学校教育法による大学・高校を卒業した方（受講資格ハ） 

※ 卒業証明書の写し若しくは卒業証明書及び科目履修証明書若しくは成績証明書 

④ 上記②の修了者で技能照査に合格した方 

※ 技能照査合格証書の写し 

 

記 入 上 の 注 意 



溶 接 科

塗 装 科

左 官 ・ タ イ ル

科
建 築 科

免 許 職 種

金 属 加 工 系 溶 接 科

塗 装 系 金 属 塗 装 科

塗 装 系 木 工 塗 装 科

塗 装 系 建 築 塗 装 科

建 築 仕 上 系 左 官 ・ タ イ ル

施 工 科

建 築 施 工 系 木 造 建 築 科

建 築 施 工 系 建 築 設 計 科

建 築 科

訓 練 科

一 溶 接

二 ガ ス 切 断

一 金 属 製 品 塗 装

二 木 工 製 品 塗 装

三 建 築 物 塗 装

一 左 官 施 工

二 タ イ ル 施 工

一 木 造 建 築

二 建 築 製 図

実 技 試 験 の 科 目

一 指 導 方 法

二 関 連 学 科

　 1 　 系 基 礎 学 科

① 材 料 （ 材 料 力 学 金 属 材 料 ）

② 製 図 （ 読 図 法 ）

③ 溶 接 法 （ ガ ス 溶 接 法 　 ガ ス 切 断 法

　 ア ー ク 溶 接 法 　 電 気 抵 抗 溶 接 法

　 炭 酸 ガ ス 溶 接 法 　 熱 法 処 理 ）

④ 測 定 法 （ 測 定 用 具 及 び 機 器 　 測 定

　 法 ）

⑤ 安 全 衛 生 （ 安 全 管 理 衛 生 管 理 ）

2 　 専 攻 学 科

① 特 殊 溶 接 法 （ ア ル ゴ ン ア ー ク 溶 接

　 法 　 プ ラ ズ マ 溶 接 法 　 レ ー ザ ー 加

　 工 法 ）

② 試 験 検 査 法 （ 試 験 検 査 機 器 　 破 壊

　 検 査 　 非 破 壊 検 査 　 関 係 法 規 ）

一 指 導 方 法

二 　 関 連 学 科

　 １ 　 系 基 礎 学 科

　 ① デ ザ イ ン （ 文 字 構 成 色 彩

　 模 様 ）

② 塗 装 一 般 （ 塗 装 　 調 色 　 塗 装 用

　 設 備 及 び 機 器 関 係 法 規 ）

③ 安 全 衛 生 （ 安 全 管 理 　 衛 生 管

　 理 ）

2 　 専 攻 学 科

塗 装 法 （ 金 属 製 品 塗 装 法 木 工 製

品 塗 装 法 　 建 築 物 塗 装 法 試 験 法

　 材 料 　 仕 様 及 び 積 算 ）

一 指 導 方 法

二 　 関 連 学 科

　 １ 　 系 基 礎 学 科

　 ① 建 築 工 学 （ 建 築 構 造 　 建 築 設 備

　 建 築 製 図 　 建 築 仕 上 法 　 関 係 法

　 規 ）

② 安 全 衛 生 （ 安 全 管 理 衛 生 管

　 　 理 ）

２ 　 専 攻 学 科

　 ① 施 工 法 （ 造 型 左 官 施 工 法 仕

　 様 及 び 積 算 ）

② 材 料 （ 左 官 施 工 用 材 料 タ イ ル

　 施 工 用 材 料 ）

一 指 導 方 法

二 　 関 連 学 科

　 １ 　 系 基 礎 学 科

　 ① 建 築 工 学 （ 構 造 力 学 　 建 築 構 造

　 建 築 施 工 　 測 量 　 建 築 製 図 　 関

　 係 法 規 ）

② 安 全 衛 生 （ 安 全 管 理 衛 生 管

　 　 理 ）

２ 　 専 攻 学 科

　 ① 建 築 設 計 （ 建 築 設 計 設 備 設 計

　 建 築 計 画 ）

② 施 工 法 （ 建 築 施 工 法 建 築 工 事

　 規 く 術 　 木 材 工 作 法 仕 様 及 び

　 積 算 ）

③ 材 料 （ 建 築 用 材 料 ）

学 科 試 験 の 科 目

別 紙 別 表 第 十 一 （ 抜 粋 ）

免 許 職 種 の 実 技 試 験 の 科 目 及 び 学 科 試 験 の 科 目 の う ち

関 連 学 科 を 修 め て い る こ と が 必 要 で す 。



機 械 科

配 管 科
免 許 職 種

機 械 系 機 械 加 工 科

機 械 系 精 密 加 工 科

機 械 系 機 械 製 図 科

設 備 施 工 系 配 管 科

配 管 科

訓 練 科

一 機 械 工 作

二 機 械 製 図

一 配 管 施 工 図 作 成

二 配 管 施 工

実 技 試 験 の 科 目

一 指 導 方 法

二 　 関 連 学 科

　 １ 　 系 基 礎 学 科

　 ① 機 械 工 学 （ 機 械 要 素 機 構 と 運

　 動 ）

② 材 料 （ 材 料 力 学 　 金 属 材 料

　 非 金 属 材 料 　 潤 滑 油 及 び 切 削 剤 ）

③ 工 作 法 （ N C 工 作 法 　 機 械 工 作 法

　 ジ グ 　 工 具 ）

④ 測 定 法 （ 測 定 及 び 試 験 機 器 測 定

　 法 　 形 状 測 定 　 材 料 試 験 ）

　 ⑤ 安 全 衛 生 （ 安 全 管 理 　 衛 生 管 理 ）

２ 　 専 攻 学 科

　 ① 加 工 法 （ 切 削 加 工 法 　 研 削 加 工 法

　 金 型 加 工 法 　 精 密 加 工 法 ）

② 機 械 製 図 （ 機 械 製 図 法 　 機 械 設 計

　 法 　 テ ク ニ カ ル イ ラ ス ト レ ー シ ョ

ン ）

一 指 導 方 法

二 　 関 連 学 科

　 １ 　 系 基 礎 学 科

　 ① 建 築 工 学 （ 建 築 設 備 　 配 管 設 備

　 建 築 構 造 　 建 築 施 工 ）

　 ② 安 全 衛 生 （ 安 全 管 理 　 衛 生 管 理 ）

２ 　 専 攻 学 科

　 ① 配 管 設 備 （ 上 下 水 道 設 備 　 ガ ス 設

　 備 　 冷 暖 房 設 備 　 空 気 調 節 設 備 ）

② 配 管 製 図 （ 読 図 法 　 配 管 図 ）

③ 施 工 法 （ 菅 工 作 法 　 配 管 施 工 　 試

　 験 測 定 法 　 配 管 用 材 料 　 仕 様 及 び

積 算 ）

学 科 試 験 の 科 目

※ そ の 他 の 科 目 に つ い て は 、 当 協 会 ま で お 問 い 合 せ く だ さ い 。
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